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滋賀市民ギターオーケストラ……2/ 12、26…アクティ近江八幡　かえるのうた、よろこびのうた

ギターアンサンブル湖風…………2/  5、19…桐原コミセン　春よ、来い、スパニッシュ、　　
ふなっこ合奏団(ギター)…………2/ 14、28…14:00～15:00　教室
あゆっこ合奏団(ウクレレ)………2/ 14、28…15:30～16:30　教室

　

　

　

それゆけ！
それゆけ！
それゆけ！

　市民ギターオーストラ
※網掛けの日はお休みです。

２月の予定

◎第5週目は基本的にレッスンはありません。

３月の予定
教室からのお知らせ

　この冬は雪の降る日が多いような気がしますね。

　新年も１ヶ月が過ぎようとしており、いつものペースが戻

つつあります。

市民オケの新曲「よろこびの歌」は、どんな風に仕上がって

行くでしょうか。とても楽しみです。

　以前、市民音楽祭のフィナーレで音楽連盟の方たちと合唱

をメインに行ったことがありますが、あれは「第九」をイメ

ージしたものです。今回はあくまでも「よろこびの歌」なの

です。第九、よりも柔らかく優しいイメージがあります。

でも音楽はとても力強い。編曲するにあたり、何回も聞き直

したり、ギターで弾いてみたりしてみましたが、このシンプ

ルなメロディーが持つ魅力にますます惹かれました。ベート

ーベンが磨きに磨いたエキスが一つ一つの音にしっかり詰まっ

ているように思います。チャラチャラ弾いたらそれまで。例

え伴奏の音でも丁寧に演奏すれば、味わい深い響きが出てき

ます。

　序奏は第１楽章から持ってきました。本編と対照的な少し

深刻な響きが、より「よろこびの歌」に安らぎを感じさせて

くれます。そして、ギターだけの合奏で優しくテーマが始ま

ります。最初はアルトギターの２重奏。続いてプライム、バ

ス、コンバス、ギタロンが加わり、少し広い川となって流れ

出します。続いてフルート、大正琴、ハーモニカ等の力強い

歌が始まり、ギターはダイナミックにリズムを刻みます。途

中低音のギター群が沸々と滾る思いを歌います。全体演奏が

終わると市民オケ得意の各種楽器のソロがそれぞれの持ち味

を生かして歌います。その後劇的な間奏がありバスギターの

ソロに続いていよいよフィナーレ。全員合奏の「よろこびの

歌」が朗々と響いきます。

　……と、こんな感じなのですが、市民オケ以外の生徒さん

は「？？？」かと思います。が、音楽は指の運動ではなく何

かを表現するものなのです。そのために、姿勢やタッチを練

習するのです。ところが、いつの間にか指を動かすことが目

的になってしまい、現在練習している曲の作曲者すら知らず

に只ひたすら指に気を取られていることが多いのです。市民

オケではよくその曲の場面のこととか「ここはこんな感じで

……等々」曲の内容を説明します。しかも、大勢で行うとそ

うした感じがわかり易いのです。

　今年の曲は２曲とも技術的にはあまり負担は大きくないと

思います。是非、市民オケで“音楽”を味わってみませんか。

市民オケ＆アンサンブル演奏会に向けて、プログラムを検討しています。これまで演奏してきた曲一覧を
中尾さんが作ってくれました。皆さんはどの曲を選びますか？　
≪市民オケ編・順不同≫
In The Mood/My Way/NRM3-09/ウイーンはいつもウイーン/シルクロード/スワニー川～琵琶湖周航の歌/ファランドール
フレールジャック（平和の鐘の音）/フレールジャック令和版/ボレロ/やさしく歌って/ラデッキー行進曲/花まつり
ルパン三世のテーマ/ワンダフルモーニング/宇宙戦艦ヤマト序曲～メインテーマ/海の見える街「魔女の宅急便より」
牧場の小道/平和に生きる権利/調和の霊感op3-8/海の嵐/幸せなら手をたたこう/茶色の小瓶/戦場のメリークリスマス

　　　　　我楽多通信 創刊２００号！
　新潟からやって来て「この地で市民オケをのびのび

やりたい！」そんな思いで教室をつくり、そして同時

に市民オケもスタートさせました。ギターの合奏と言っ

ても当初はピンとこない人も多く、ましてアルトギタ

ーやバスギターなど見たことも聞いたこともないとい

う方が殆んどでした。そこで、少しでも情報をお伝え

しょうと刊行したのが小紙です。毎月１回A４のペラ

ですが、その月の出来事や新堀メソードのこと、私の

これまでの活動や夢などを掲載してきました。やがて

市民オケのメンバーがリレーで原稿を寄せてくれるよ

うになり、随分と内容がしっかりしてきました。

　200段の階段を一気に登りのは大変ですが、毎月1段

ならこの先も続いて行けるような気がいたします。

最近はやや内容もレイアウト

も固定化し、マンネリになっ

ている感もあります。もっと

夢を語る場でなくてはならな

いと気を引き締めてもおりま

す。今後とも皆さんのご協力

のもと、300号目指して頑張

ります。　　

　　右は創刊号です。写真が
　　沢山あって今より豪華。
　　教室には全刊ファイルが
　　あります。
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